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(57)【要約】
　【解決手段】　本発明は、改善されたセキュリティを
有するとともに、高められた装飾効果と、コントラスト
を成す縁部「スポット」と、増加した物理的重量と、構
造および設計の柔軟性とを実現する価値トークンを提供
する。複数の層から形成された積み重ね構造が備えられ
る。
　【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　価値トークン（ｖａｌｕｅ　ｔｏｋｅｎ）であって、
　ａ．２つの実質的に平面状の面を有する中央層と、
　ｂ．前記中央層の第１の面上に重ね合わせられた第１の外層と、
　ｃ．前記中央層の第２の面上に重ね合わせられた第２の外層と
　を有し、
　ｄ．前記中央層および前記第１および第２の外層は、共通の幾何学的外周構造を有する
積み重ね構造を形成し、
　ｅ．前記積み重ね構造は、その外周に複数の開口部を有し、
　ｆ．前記開口部の各々は、固体で充填され、
　ｇ．前記中央層は、少なくとも１つの電子セキュリティ装置を有するものである
　価値トークン。
【請求項２】
　請求項１記載の価値トークンにおいて、前記中央層は、前記電子セキュリティ装置を有
する挿入部材を収容する開口部を有するものである価値トークン。
【請求項３】
　請求項１記載の価値トークンにおいて、前記第１および第２の外層の少なくとも一方は
、少なくとも１つの装飾要素を有するものである価値トークン。
【請求項４】
　請求項１記載の価値トークンにおいて、さらに、
　少なくとも１つの強化層を有するものである価値トークン。
【請求項５】
　請求項１記載の価値トークンにおいて、前記前記外周開口部を充填する固体は、当該ト
ークンの少なくとも１つの他の構成要素と視覚的コントラストをもたらすものである価値
トークン。
【請求項６】
　請求項１記載の価値トークンにおいて、さらに、
　少なくとも１つの表面装着要素を有するものである価値トークン。
【請求項７】
　請求項６記載の価値トークンにおいて、前記表面装着要素は、当該トークンの属性価値
を示すものである価値トークン。
【請求項８】
　請求項1記載の価値トークンにおいて、前記電子セキュリティ装置は、ＲＦＩＤ装置で
ある価値トークン。
【請求項９】
　請求項７記載の価値トークンにおいて、前記ＲＦＩＤ装置は、当該トークンの前記属性
価値を示す有効化可能な信号を有するものである価値トークン。
【請求項１０】
　請求項７記載の価値トークンにおいて、前記ＲＦＩＤ装置は、個々の価値トークンの一
意の識別情報を示す有効化可能な信号を有するものである価値トークン。
【請求項１１】
　請求項７記載の価値トークンにおいて、さらに、
　共振アンテナを有するものである価値トークン。
【請求項１２】
　請求項１記載の価値トークンにおいて、さらに、
　少なくとも１つの視覚的セキュリティ要素を有するものである価値トークン。
【請求項１３】
　請求項１１記載の価値トークンにおいて、前記視覚的セキュリティ要素のうち少なくと
も１つは、ホログラムである価値トークン。
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【請求項１４】
　実質的に共通の幾何学的外周構造を有する積層のセットを有する価値トークンであって
、
　ａ．少なくとも１つの電子セキュリティ装置を含む中央層と、
　ｂ．前記中央層の各面上にあるコントラスト層と、
　ｃ．各前記コントラスト層上に重ね合わせられた装飾層と、
　ｄ．前記外周上にあり、前記積層のセットを貫通する複数の開口部であって、前記開口
部の各々は、前記積層体の少なくとも１つの他の構成要素と視覚的コントラストを成す固
体で充填されるものである、前記複数の開口部と
　を有する価値トークン。
【請求項１５】
　請求項２０記載の価値トークンにおいて、さらに、
　当該価値トークンに割り当てられた価値の視覚的標示を有するものである価値トークン
。
【請求項１６】
　請求項２０記載の価値トークンにおいて、さらに、
　少なくとも１つの視覚的セキュリティ要素を有するものである価値トークン。
【請求項１７】
　請求項２０記載の価値トークンにおいて、
　全体的にディスク形状を有するものである価値トークン。
【請求項１８】
　請求項２０記載の価値トークンにおいて、
　全体的に直方体形状を有するものである価値トークン。
【請求項１９】
　請求項２０記載の価値トークンにおいて、前記電子セキュリティ装置は、当該トークン
の一意の識別情報を示す暗号化されたデータを含むものである価値トークン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、価値トークン（ｖａｌｕｅ　ｔｏｋｅｎ）を対象とする。価値トークンは物
理的物体であり、現金または他の価値に相当し、少なくとも一定の状況で、相当する現金
と等価な若しくは他の値を有するものとして容認される。価値トークンの用途のうち例示
的なのはカジノの賭博における用途であり、その場合、価値トークンは、チップ、プラー
ク、またはジュトンとして、賭け金の配置、追跡、換金用の基盤を成す。また、価値トー
クンは、世界で一般に使用されている従来の硬貨または通貨の形態をとる。さらに、価値
トークンを、例えば商用に使ってリワード、機会、プレミアムなどの文脈で価値に相当さ
せることもできる。この文脈において、価値トークンは、価値のある他のもの、または価
値のある機会と引き換えられる。本発明は、これらの用途のいずれかまたは全部、実際、
物理的物体が価値のある何らかのものを表し若しくはそれに相当する全用途に、実用性を
見出だすことができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００２】
　価値トークンは、魅力的であることが望ましい。装飾的な特徴によって、それらが受け
入れられる可能性が高まる。さらに、価値トークンは、硬貨に使用されている伝統的な重
金属と比べて物理的な堅固さを強調する重量または「目方」（ｈｅｆｔ）を有することが
望ましい。仕分けおよび会計を単純化するよう、価値トークンの種類または相違を互いに
区別できる能力も望ましい。
【図面の簡単な説明】
【０００３】
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【図１】図１は、本発明の価値トークンの分解概略図である。
【図２】図２、３、および４は、本発明の実施形態のいくつかに係る価値トークンを示し
たものである。
【図３】図２、３、および４は、本発明の実施形態のいくつかに係る価値トークンを示し
たものである。
【図４】図２、３、および４は、本発明の実施形態のいくつかに係る価値トークンを示し
たものである。
【図５ａ】図５ａ～５ｉは、本発明のトークンの外周開口部に固体を一体化する上で使用
できる多数の実施形態のうち一部を示した図である。
【図５ｂ】図５ａ～５ｉは、本発明のトークンの外周開口部に固体を一体化する上で使用
できる多数の実施形態のうち一部を示した図である。
【図５ｃ】図５ａ～５ｉは、本発明のトークンの外周開口部に固体を一体化する上で使用
できる多数の実施形態のうち一部を示した図である。
【図５ｄ】図５ａ～５ｉは、本発明のトークンの外周開口部に固体を一体化する上で使用
できる多数の実施形態のうち一部を示した図である。
【図５ｅ】図５ａ～５ｉは、本発明のトークンの外周開口部に固体を一体化する上で使用
できる多数の実施形態のうち一部を示した図である。
【図５ｆ】図５ａ～５ｉは、本発明のトークンの外周開口部に固体を一体化する上で使用
できる多数の実施形態のうち一部を示した図である。
【図５ｇ】図５ａ～５ｉは、本発明のトークンの外周開口部に固体を一体化する上で使用
できる多数の実施形態のうち一部を示した図である。
【図５ｈ】図５ａ～５ｉは、本発明のトークンの外周開口部に固体を一体化する上で使用
できる多数の実施形態のうち一部を示した図である。
【図５ｉ】図５ｉは、装飾的な外層の例示的な使用を示して、これら層の一部の互換性の
一般性を例示した図である。
【発明を実施するための形態】
【０００４】
　本発明は、一体的に積層された複数の層を有する価値トークンを提供する。２つの実質
的に平面状の面を有する中央の層は、どちらの面にも少なくとも２つの外層が重ね合わせ
られる。中央層および外層の配置により積み重ね構造が形成され、これら層の形状により
、当該積み重ね構造は、実質的に共通の幾何学的外周構造を有する。この積み重ね構造は
、外周に複数の開口部を有し、そのそれぞれが固体で充填される。さらに、前記中央層は
、少なくとも１つの電子セキュリティ装置、例えば好適な、電波による個体識別（ｒａｄ
ｉｏｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ：ＲＦｉｄ）チップを有する。
【０００５】
　一部の実施形態では、前記電子セキュリティ機能が前記中央層全体と一体化されるよう
当該中央層を形成すると有用な場合がある。多くの実施形態では、挿入部材に適合するサ
イズの開口部を前記中央層に設けることが好ましく、前記挿入部材は、それ自体が前記セ
キュリティ装置を含む。大部分の実施形態では、前記中央層が前記電子セキュリティ装置
を収容し、かつ、そのために前記中央層を最も厚い層にすると好都合であるが、積み重ね
構造は、前記中央層が最も厚い層でなくともよく、または前記電子セキュリティ装置が別
の層に設置されるようにも形成できる。さらに、前記中央層は、実際、セキュリティ装置
の内蔵を容易にするため、あるいは製造工程を促進するため、２若しくはそれ以上の副層
から形成できる。
【０００６】
　前記中央層は、価値トークンに結果的に著しい質量を与えるよう、比較的高密度の「重
みがある」（ｗｅｉｇｈｔｙ）材料を有することが好ましい。前記挿入部材が使用される
場合は、それが望ましい質量に寄与する。前記中央層および前記挿入部材（使用する場合
）は、プラスチック、ゴム、粘土、金属その他のいくつかの材料を使って形成できる。こ
れらのうち製造を単純化する上で好適なものは、無機粒子状物質、例えばシリカ、あるい
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はそれより重い無機化合物、例えばバリウム、セシウム、および他の重みがあり安定した
金属酸化物を充填したアクリル樹脂である。前記中央層および挿入部材を有用に作製でき
る他の材料としては、本明細書で説明する方法に使用する上で適していることが知られた
任意の種がある。
【０００７】
　前記中央層に重ね合わせる第１および第２の外層は、見栄えのする装飾を当該トークン
に提供するように便宜的に設計される。伝統的な「ポーカーチップ」は装飾条件としては
制約があり、一般に、その外面にはデカールその他の標識しか備えられない。他方、伝統
的なプラークおよびジュトンはアクリルおよび他の種から形成できるため、より高度な装
飾の機会が得られる。本発明では、アクリルまたは他の装飾性の高い要素を使用する上で
適した材料から、外層を形成することが好ましい。新たな形態のチップ、ジュトン、およ
び他の形態の価値トークンは、改善された特性を有するよう作製することが望ましい。そ
のような価値トークンは、新旧材料の一方または双方を使用できるが、それは新しいフォ
ーマットおよび方法で行われる。
【０００８】
　このように、前記積み重ねた組み立て品は、好ましくは挿入部材を含んだ状態の前記中
央層から形成されるが、電子セキュリティ装置を含む場合は、装飾的な要素を含む外層が
どちらの面にも重ね合わせられることがわかるであろう。前記中央層および外層の各々は
、積層される場合、積み重ね構造を一体的に形成してその縁部が略同一になるよう、実質
的に同一の幾何学的外周構造を有することが好ましい。本明細書で作製されるトークンの
美的な、製造上の、および他の態様は、固体で充填された開口部を有する十分な厚さが当
該トークンにあり、かつ、当該トークン全体が完全性および美観の双方を有する限り、前
記層の一部が異なる幾何学的外周構造を有する状態で形成できることが理解されるであろ
う。
【０００９】
　本発明の価値トークンのさらに別の特徴は、前記積み重ね構造を形成する各層の外周に
開口部を含めることから得られる。これらを位置合わせすると、固体を含める場所が形成
される。そのような固体が、通常、接着剤または溶剤を使って含められると、当該価値ト
ークンを形成する積み重ね構造全体は、当該積層体の外周上でいくつかの位置に配置され
て前記開口部を充填する種々の材料を有するように見える。それらの固体は、当該積層体
の他の要素の少なくとも一部とは異なる外観を有することにより、コントラストをもたら
すよう選択される。その結果、当該価値トークンは、各々の外周に「スポット」を有する
ように見え、これは伝統的なクレイ（粘土）ポーカーチップがコントラストを成すスポッ
トを縁部に備えることが多いのと同様である。この特徴により、カジノ、銀行、商業、ま
たは他の作業者による当該価値トークンの仕分けおよび評価が容易になる。前記固体は、
当該トークンの望ましい装飾に合った任意の材料から形成でき、前記開口部に永続的に接
着させることができる。例示的な材料としては充填したアクリルなどがあるが、クレイ、
ウレタン、および当該使用目的に適した他の材料を含む、その他多数の材料を使用するこ
ともできる。
【００１０】
　本発明の価値トークンは、３つの層、すなわち前記中央層および２つの外層の観点で説
明している。実際には、いくつか付加的な層を含めて当該トークンの外観および機能性を
高めることが好ましい。これを受け、１若しくはそれ以上の装飾的または外観にコントラ
ストをもたらす層を含めることができる。同じ若しくは同様な材料で外側の装飾層として
作製できるこれらの層の機能により、前記外層の外観または装飾効果を高めることができ
る。例えば、当該トークンの他層と同じ外周形状を有する層は、前記中央層と前記外層間
に含めることができる。そのような外観向上層は、前記外層の前記装飾要素が高められる
よう、例えばコントラスト色または背景色、あるいは明らかな質感から形成できる。実際
、複数の外観向上層が使用可能である。外観向上とは呼ばれるものの、これらの層は、他
の目的、例えば製造を容易にし、セキュリティ要素を収容し、または価値トークン機能の
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外観を改善する目的も果たすことができる。
【００１１】
　前記層の幾何学的外周構造は、一般に、積み重ねを容易にするよう同一であることが好
ましいが、仕上済みトークンのフライス加工、または平滑化が望ましく若しくは好ましい
場合もあることが理解されるであろう。前記外側の幾何学的構造は、場合により、外観ま
たはセキュリティを高めるため、特定の仕上げまたはフライス加工パターンによりもたら
すこともできる。このような実施形態は、すべて本明細書に含めている。
【００１２】
　本発明の実施形態の多くにおいて、当該価値トークンは、表面装着要素を含むことがで
きる。そのような要素は、永続的に取り付けられたデカールまたはステッカーの形態であ
ってよく、複数の機能のいずれも果たすことができる。前記表面装着要素は、当該価値ト
ークンの両側面に見られ、かつ、当該トークンの有する属性価値の視覚的標示を含むこと
が好ましい。この表面装着要素は、視覚的セキュリティ属性、例えばホログラム、微小印
刷、または当該トークンのセキュリティを強化する他の手段も有することができる。この
特徴は表面装着要素と呼んでおり、実際、そのような要素は積層体が形成された後に接着
で貼付することが好ましいが、この要素の機能および効果は、付加的に積層された層また
は要素で提供することもできる。また、前記表面装着要素の特徴の一部または全部を提供
する貼付された要素は、前記積み重ね構造を形成する層の１つの上に配置して、積層また
はカプセル化された全体が結果的に得られる価値トークンを形成するようにできる。その
ような代替形態は、すべて本明細書に含めている。
【００１３】
　本発明の価値トークン内に含まれる電子セキュリティ要素は、電波による個体識別ＲＦ
ｉｄ回路―通称「チップ」（ｃｈｉｐ）―を含むことが好ましい。当該トークンのＲＦｉ
ｄチップは無線周波数のエネルギーをかけて有効化できることが好ましく、それにより、
検出可能な無線周波数の発信信号が前記チップから発信される。ＲＦｉｄは、それ自体よ
く知られている。本発明のトークンが価値に相当し、実際、非常に大きな価値に相当する
ことを考慮すると、前記ＲＦｉｄ回路は、暗号化された信号を発信するようなっているこ
とが好ましい。そのような信号は、当該トークンの属性価値の記述、ならびに場合により
前記信号を発信する特定の価値トークンの個体識別情報の記述を含むことも好ましい。こ
れにより、トークンとその価値を注意深く追跡できる。例えばカジノの場合では、Ｃａｓ
ｓｅに入出し、ゲームテーブルに去来し、ディーラーおよび胴元が管理する「チップラッ
ク」に入出し、また場合により個別プレーヤーのスタックおよび掛け「スポット」に去来
する価値トークン（この文脈では、チップ、プラーク、またはジュトン）のＲＦｉｄ追跡
を実現できる。
【００１４】
　ＲＦｉｄセキュリティ要素は本発明の多くの実施形態について好適であるが、他の電子
および他のセキュリティ要素を使用することもできる。このため、例えば、それ自体公知
である共振アンテナを本発明のトークンに含めることができる。これらはＲＦｉｄシステ
ムより使用時の柔軟性に劣るものの、利点を享受することはできる。本発明のトークンの
構成要素のうち１若しくはそれ以上、特に前記装飾要素の配合または表面処理は、セキュ
リティの改善をもたらすことができる。例えば、液晶要素、鏡面反射分散要素、または他
の要素を前記外層の内部または上に含めると、見た目がよく偽造が難しい外観をもたらせ
る。実際、前記表面装着要素の１つの上だけでなく、前記外層内にホログラフィック効果
を含めることもできる。さらに、「タガント」（追跡用添加物）、例えば多くの爆発物を
識別するもの、コード化された繊維混合物、ナノ構造、および本発明の価値トークンを一
意にし、および／または偽造を困難にする他のものを当該トークン構造の内部または上に
含めることができる。
【００１５】
　本発明は、ゲームトークンまたは伝統的な硬貨の従来形状のいずれを有するトークンに
も適用できる。ただし、その他の形状も形成できる。本発明のこの積み重ね、積層する選
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択肢を使用すると、例えば、五角形の「チップ」または硬貨を形成することができる。実
際、非伝統的な形状は、セキュリティを強化する機会をもたらす。そのような形状により
、当該形状に適合したチップおよび保管ラックを提供する機会も生じる。
【００１６】
　図面を参照すると、図１は、本発明に係る価値トークン１０の分解図を示している。中
央層１２は、略平面状の側面を有するものとして見られる。この中央層は、その外周１４
上の開口部のほか、さらに別の開口部１６も示している。本実施形態において、前記さら
に別の開口部１６は、ここでは中央に設けられた開口部で、挿入部材５０を受容するよう
サイズ調整されており、前記挿入部材５０には、電波による個体識別回路またはチップが
設けられ、好ましくは内部に埋め込まれている。前記中央層のどちらの側面にも、この場
合、強化層３０が重ね合わせられ、それら強化層３０も外周開口部３２を有する。これら
の強化層は任意選択的であるが、当該トークンの外観またはセキュリティを高めることが
好ましい。
【００１７】
　前記強化層には、転じて開口部２２を有する外層２０が重ね合わせられる。これらの外
層は、その構造上または構造内に装飾２４を有する。以上の層は、前記層の前記外周開口
部が位置合わせされた状態で、積み重ね構造内に形成できることが理解されるであろう。
この積み重ね構造は、前記層の材料用の接着剤または溶剤が使用される期間にわたり、組
み立てられた状態を永続的に保つことが好ましい。あるいは、前記積み重ね構造は、超音
波または他のシーリングが使用される期間にわたり、実質的に永続的に密閉される。いず
れの場合も、前記開口部はすべて固体４０で充填され、それら固体４０は、視覚的なコン
トラストを当該トークンにもたらすよう形成されることが好ましい。組み立てられた状態
で、固体が組み込まれた当該積み重ね構造全体は、重みがあり、滑らかで、手触りと見た
目がよい形態を形成する。結果的に得られる当該価値トークンには、どちらの側面にも表
面装着要素６２を含めることができる。そのような要素は、当該トークンの属性価値の標
示６０とともに、視覚的セキュリティ要素、例えばホログラム６４を含むことが好ましい
。表面装着要素に加え、わずか３層あるいは５層より多い層も本発明に使用できることが
理解されるであろう。
【００１８】
　図２、３、および４は、本発明の実施形態のいくつかに係る価値トークンを示したもの
である。各図は、価値トークン１０の異なる全体形状を示しており、固体４０の構成も異
なる。示したように、表面に適用される要素６０の形状およびサイズも場合に応じて異な
る。前記外層の装飾要素２４も示している。これらの図では、層状構造７０を示している
。製造技術に応じ、これらの層は、実際には結果的に得られる価値トークンにおいて見た
目に明らかではない場合もあることが理解されるであろう。あるいは、これらの層は、仕
上がったトークンにおいて前記層状構造が見た目に明らかになり、場合により全体的な設
計および外観に寄与するようにも構成できる。
【００１９】
　図５ａ～５ｉは、外周開口部とそれを充填する固体について、本発明の価値トークンに
装飾およびセキュリティの種々の特徴をもたらすための多数の形状および構成の使用を例
示したものである。
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